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● 実務体験参加の動機 

《ウクライナ戦争や被害者への考え方》 
過去の留学経験の中で、報道やネットで見る"何かの数"が必ずしも正義ではないこと、事実ではな

いことを学んできました。今回も時間とお金と力をかけて渡航する中で、明らかに以前と違うの

は、胸が高鳴るような明るい夢ではなく、過剰摂取してしまう情報だけに埋もれ、そこに留まりた

くない嫌気が、ウクライナの隣国であるルーマニアへ行く決断を促してくれたことであり、私の駆

動力でした。また、「他と比べて、自分の国はまだ良かった」という相対的な見方を、私はどうし

ても聞き流すことができなかったのです。被害者というのは、決して相対化されない絶対的な存在

なはずです。日常を奪われた人たちは、今何に怯え、何に安らぎに感じ、何を考え生きているの

か。未だ知り得ない事柄や彼らの暮らしの本当の姿を見てみたい想いから、隣国としてウクライナ

避難民支援に積極的に取り組むルーマニアを選び、応募させて頂きました。 
 
● 実務体験内容 
���ブカレスト経済大学での活動 

 
 
1 日本語クラスでのアシスタント 

 
 

2 他クラスでの日本に関する b プレゼンテーション 
（日本のビジネスマナーや就職活動、近年の若者がどのような企業を選ぶ傾向にあるかなど） 



  
 

���ウクライナ避難民支援に取り組む現地団体の訪問および活動 
1 Zi de BINE（ウクライナ避難民支援の NGO）で kids 向けのアートセラピーの授業 

  
2 Romanian National Council for Refuge 訪問 
 
● 学んだこと、得たこと 
ウクライナ戦争が始まって以降、ルーマニア国民および政府は全面的にウクライナに協力してきまし

た。侵攻から政府の支援プログラムが始まるまでの間で、誰よりもウクライナの人々に寄り添い、サポ

ートしたのは、紛れもなく国境付近に住むルーマニアの人々だったそうです。その素早い決断力と行動

力はルーマニア人でさえ驚かせました。なお、現在も続く政府の避難民支援「50/20 program」ではル

ーマニア人が避難民に対し自らの住居や食べ物を提供する活動の様子も見受けられました。しかし、生

活状況や情勢は落ち着いており、ウクライナへ帰る人も多く居ました。一方ルーマニアに残る人々は、

ルーマニアの多くの NGO から、語学のサポートやセラピー、就労支援を受けており、安定した生活を

送っていました。ただ、長期化に伴い、人々の関心は薄れており、嘆く NGO 職員の様子もまた心に残

りました。 
 
● 印象に残ったこと 
共産主義を彷彿とさせる建物や街中の至る所にある落書きは自由が横行していた時代を想起させまし

た。また、共産主義の影響を今も受けているような国民性（ex ルールを極端に嫌う・授業は教授の口頭

説明や板書を取るのみ⇒グループ活動が苦手）が最も印象的でした。さらに母国や政府に対して、年代

問わず悲観的であり、不満をこぼす姿をよく見かけたことも驚いた点でした。しかし、一定の若者たち

は政府に失望していながらも、状況を変えようと勉学に励んでおり、この国の一番のポテンシャルは若

者たちだと感じました。 



 
 
● 苦労したこと 
学生との関わり合いの中では、「相手を理解できないということを理解すること」の重要性にも気づく

機会となりました。大切にしていること、これまで学んできたことが異なるのであれば、“違い”は当然

です。話し合い、何が何でも解決しようと思うから衝突することもある。相手が前提すら異なった存在

だと受け入れ、価値観が違っても、同じ場にいられる道を探すことが、本当の意味での共生だと感じて

います。 

 
 
● 実務体験参加に当たって必要な語学力・スキル 
ブカレスト経済大学はルーマニアで１番レベルの高い大学であるため、学生は英語やフランス語、ロシ

ア語に堪能でした。コミュニケーションは英語で取り、自分のことや日本及び世界の社会課題、文化に

関して英語で伝える力が必要です。また、語学力と同等に大切だと感じたことは、言葉が全ては通じ合

えない中で相手の真意をくみ取ることです。「ルーマニア人は～」といった大きな主語ではなく、もっ

と小さな主語で目の前の人と向き合い、関係を紡ぐことを意識していました。 

 
 
● この経験を今後どう活かしていくか 
今回の研修において、日本での過剰な報道の多くは切り取りであり、隣国ルーマニアの様子やウクライ

ナ人から聞く内容とは、大きく乖離していることを知りました。数字や言葉が氾濫する現代において、

物事を広く伝えるには当然数字やキャッチーな言葉が不可欠です。しかし、それらは作り出されたもの

であることを忘れず、そのまま受け入れるのではなく、背後にあるものを想像するべきです。私は今

後、国際的な他の課題や国内で目を逸らされがちな問題に、このような見方を持ち、取り組んでいきま



す。 
 
● 後輩へのメッセージ 
帰国した今は、これまで自分の力で選び、割いてきたことが徒労に終わることはないことを確信してい

ます。私は、旧ソ連圏である中央アジアでの留学中、ロシアへ愛国心を持つ多くの中央アジアの人々と

出会い、侵攻に関してロシアを擁護する声を含め、多様な意見に触れてきました。そんな私のバックグ

ラウンドがあったからこそ、今回の戦争や日本での報道に違和感を持つことができました。これから皆

さんに待っている沢山の意思決定の中で、これまでの自分や現在と何か交わることはないか、自分自身

に思いきり矢印を向け、考えてみてください。振り返り、自分を見つめ直すことを怠らなければ、きっ

と巡ってくるチャンスに気付き、必ず掴めると思います。皆さんの挑戦を心から応援しています。 


